
重要
ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みに

なり、正しく安全にお使いください。

お読みになった後は、大切に保管してください。

取扱説明書



警告表示について
本書では、次のような表示をしています。表示の内容をよく理解してから本文をお読みください。

     警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を

負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性

が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示して

います。

VCCI（電波障害自主規制）　
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会(VCCI)の基準に基づくクラスB情報技術装置
です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョ

ン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。本書に従って正しい取り

扱いをしてください。

ただし、下記のことが守られず使用された場合は、保証いたしかねますのでご注意ください。

■ モニタの内部およびケーブルの改造はしないこと。
■ 電源コードは付属のものを使用すること。

ENERGY STAR®

当社はENERGY STAR® プログラムの参加事業者として、本製品がENERGY STAR®プログラムの基

準に適合していると判断します。

■ 本書の内容の一部または全部を無断転載することは固くお断りいたします。
■ 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。
■ 本書に記載した会社名，商品名は、各社の商標または登録商標です。
■ 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一誤りや記載もれなどお気付きの点が
ありましたら販売店までご連絡ください。

     注意
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1  安全にご使用いただくために

安全にご使用いただくために

ご使用になる前に、次の注意事@をよくお読みになり必ずお守りください。

     警告
万一、異常が発生したら

AがBる、変なCいやDがするなどのEFが発生したとき
は、すGに電源スイHIを切り、電源プラグをコンJン+
からKいて販売店またはイーL*MービスJンターにN理
をごOPください。Qのまま使用するとRSやT電のUV
となります。

キャビネットは外さない、改造しない

内部には電Wの高い部Xがあり、YZビネH+を2したり
改造するとRSやT電のUVとなります。
内部の点[やN理は販売店またはイーL*MービスJン
ターにごOPください。

異物を入れない

モニタの\]^などから内部に_属`やaえやすいものな
どのE物をbしcdだり、eとしcdだりしないでくださ
い。RSやT電または,障のUVとなります。特におf1
のいるご家庭ではご注意ください。
万一、E物が:ったときは、すGに電源スイHIを切り、
電源プラグをコンJン+からKいて販売店またはイーL*
MービスJンターにご連絡ください。

花びんやコップをモニタの近くに置かない

gやQのhのij、klの:った容mをモニタの近くに置
かないでください。こnれたり、oに:った場合、RSや
T電または,障のUVとなります。
万一、gなどが:ったときは、すGに電源スイHIを切
り、電源プラグをコンJン+からKいて販売店またはイー
L*MービスJンターにご連絡ください。
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      警告
不安定な場所に置かない

Gらついたpのqやrいたsなどt安定な場sに置かない
でください。euたり、vれたりして、wがのUVとなり
ます。
xらでyXにz度がある安定した場sに置いてください。
万一、モニタをeとしたり、YZビネH+を{損した場合
は、すGに電源スイHIを切り、電源プラグをコンJン+
からKいて販売店またはイーL*MービスJンターにご連
絡ください。Qのまま使用するとRSやT電のUVとなり
ます。

水のある場所で使わない

]|場などgが:ったり、}れたりする場sで使用しない
でください。RSやT電のUVとなります。

電源コードのアースリードを接地する

安全のため、必ず~ース.ード(�/��)を接�してくださ
い。~ース接続は、電源プラグをコンJン+につなG前に
�ってください。また、~ースを2す場合は、電源プラグ
をコンJン+からKいてから�ってください。%�を��
えると、T電のUVとなります。

電源コードを傷つけない

電源コードのqに重いものをの�たり、モニタの下�きに
ならないようにしてください。また、無理に��たり、
引っ�ったり、加�したりしないでください。コードが{
損して、RSやT電のUVとなります。
コードが傷dだらすGに販売店またはイーL*MービスJ
ンターに��をごOPください。

雷が鳴りだしたら、電源プラグに触れない

T電のUVとなります。

安全にご使用いただくために  2
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3  安全にご使用いただくために

      注意
置き場所を選ぶ

次のような場sに置かないでください。RSやT電または
,障のUVとなることがあります。
����気や�こりの�い場s
���調理pや加�mのQ�など�Aや�気があたる場s
�����>�や�明�が�接'(にあたる場s
����m�の近く

通風孔をふさがない

次のような使い!はしないでください。
���Iル+スタンドをはずす。
���あお�wや�vし、�さまにする。
����し:れ、本�など]\しの い�まいsに�しc¡。
���¢£うたdや¤¥のqに置く。
���テーブルクロスなどをかwる。
\]^を¦さGと内部に�がこもり、RSのUVとなるこ
とがあります。]\しをよくするために、モニタは§¨か
ら10cm©qªして置いてください。

移動させるときは、外部の接続コードをはずす

電源スイHIを切り、必ず電源プラグをコンJン+からK
き、信8ケーブルなどの接続コードをはずしたことを«¬
のq、­®さ�てください。RSやT電のUVとなること
があります。

旅行などで長期間使わないときは、電源プラグを抜く

安全のため、必ず電源プラグをコンJン+からKいてくだ
さい。RSのUVとなることがあります。

コンピュータの上にモニタを置くとき

必ずコンピュータの取扱説明書などでz度を«¬してくださ
い。コンピュータが{損するUVとなることがあります。
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      注意
プラグを持って抜く

電源コードや信8ケーブルをKくときは、コードを引っ�
らないでください。コードに傷がつき、RSやT電のUV
となることがあります。必ずプラグの部Xを¯ってKいて
ください。

ぬれた手で電源プラグにさわらないで

}れた$で電源プラグをKきbししないでください。T電
のUVとなることがあります。

スピーカーにフロッピーディスクを近づけない

スピーカーは°気を発生するため、°気記録の±ータが²
えてしまうことがあります。

 安全にご使用いただくために  4

正しくご使用いただくために

目を大切に
'(の³置は、目の高さよりやや´く、目からµ40¶60cmはなれたくらいが·やすくて¸れま�
d。使用する部¹はºす»ると目が¸れます。適度の明るさのoでご使用ください。また、長¼�'
(を·続wると目が¸れますので、1¼�に10X½度の¾¿をおすすめします。

故障ではありません

■ お使いのコンピュータによっては、'Àがずれる場合があります。'(³置を正しく調&してご
使用ください。

■ ご使用Á期において、ÂHクライ+の特性q、'(にIラつきがBることがあります。この場合、
電源スイHIをいったd切り、Ã度スイHIを:れなおしてご«¬ください。

■ iÄモニタは、表示するÅや明るさによりÆÇなÈ点および¡らが·えることがあります。

■ '(qにF¼点É、または点Éしていない'ÊがË点ある場合があります。これは、iÄパネル
の特性によるものです。

■ iÄパネルの特性q長¼�Ì¢'(を表示していると、'(表示を変えたときに前の'(のÍÀ
(Îき付きのようなÏÐ)が発生する場合があります。この場合、下記のいずれかの!"でÑÒに
改Óされていきますが、改Óされないまま前の'Àパターンが固定されてしまう可能性もありま
す。ご使用のÔにはyXご注意ください。
Õ'(の表示パターンを変える。
ÕË¼�電源を切っておく。

■ 本製品に使用しているÂHクライ+にはÖ×があります。
'(がºくなったり、Iラついたり、点Éしないときは、販売店またはイーL*MービスJンター
までおØい合Ù�ください。�
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ご使用の前に
このたびは本製品をおÚいq�いただきÛにありがとうごÜいます。

ご使用になる前に本書をよく読dで正しくお使いください。なお、ÝË機Þをß�て記載しています

ので、01が一部EなるとこàはQれáれの機Þ名を明記しています。

本製品は、âUSBコネクタã付きのコンピュータに接続することによりäブとして機能しますが、
コンピュータのOSやBIOSの設定Ðåによっては®作しないことがあります。この場合は、まずコ
ンピュータの取扱説明書を«¬したり、コンピュータメーカー等におØい合Ù�ください。

特長

◆  54センチ（21.3インチ） TFTカラー液晶モニタ
◆ 最大1600×1200モードをサポート
◆ 超広視野角高コントラストパネル採用

◆ エコノミーモード搭載
明るさを抑え消費電力を低減できます。

◆ 多彩なカラーコントロール機能搭載
国際標準規格sRGBに対応

◆ ガンマコントロール機能搭載
動画や自然画を見る際、黒沈みを抑え、メリハリのある画像を表示出来ます。

◆ デジタルスムージング機能搭載

◆ 調整の手間を軽減する自動調整機能

◆ ステレオスピーカー内蔵
1.0W+1.0W出力のステレオスピーカー内蔵（格納可能）。便利なヘッドホン端子も搭載し
ています。

◆ プラグ&プレイ VESA DDC2B対応、
Windows® 95/98/2000/Me/XP対応

◆ 低電磁波・省電力設計
ProLite H540S：TCO '03, MPR3適合, パ!ーマネージメント機能搭載
ProLite H540S-B：TCO '99, MPR3適合, パ!ーマネージメント機能搭載

◆ "明な画像を#$するデジタル入力(DVI-I)対応
◆ USB2.0 ハイスピードハ%機能搭載
◆ 90&'(機)搭載
◆ VESAマ*ント規格(100mm×100mm)対応

5  ご使用の前に

+,-をご使用になる.に、スタンド/部のストッパーピンを外
してください。0の際、スタンド内部の1ネの2動が生じますの
で、モニタを3ててスタンド上部を4に5しながら、6っくりと
外してください。

ストッパーピン
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標準付属品

モニタ本jのhに、下記のものが全てæまれていることをご«¬ください。

■ 電源コード*1 ■DVI-A信8ケーブル DV62*2, DV63*3�

■ DVI-D信8ケーブル DV67*2, DV68*3 ■USBケーブル SU43
■ オー±çオケーブル AD25 ■ ケーブルカÂー
■ インフォメーションCD ■ クイHクスター+èイド
■ éーêー登録のごë内 ■ ìí品îPivot® & Liquid View® software (CD)

Pivot®: '(�ï切ðñフ+òó~
Liquid View®: ~イコンô大ñフ+òó~
CD-ROM内のjapanese.txtを参�してください。

78 *1 次のような場合は、Mõー+öび保証の6÷2となります。
■付属©2の電源コードをお使いになる場合

■>本©2のøでお使いになる場合

Mõー+öび保証の6÷2となることをごùúのqで>本©2でお使いになる場合は、

Qのøの安全規ûに合った電源コードをご使用ください。

*2 ProLite H540S 付属品
*3 ProLite H540S-B 付属品

ご使用の前に  6
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7  ご使用の前に

.9

各部のなまえ

/9

ü 電源インジケータ

�Å点Éî \F®作¼ýProLite H540þ
ÿÅ点Éî \F®作¼ýProLite H540S-Bþ
!Å点Éî パ)ー*ネージメン+¼

gxÌ期信8、"�Ì期信8のどuらか一!、もしくは#!が無くなった

場合、パ)ー*ネージメン+モードになります。

$ 電源スイHIýPOWERþ
% AUTO&タンýAUTOþ
' プラス／ブライ+ネス調&&タンý(／      þ
) *イ*ス／コン+ラス+調&&タンý+／      þ
, MENU&タンýMENUþ
- INPUT&タンýINPUTþ
. スピーカー

/ USB-UP
付属のUSBケーブルでUSB67コンピュータと接続します。

0 USB-DOWN
USB67の*òスやYー&ードなど§1機mからのケーブルを接続します。

2 D3:;コネクタýAUDIO INþ
4 DVI-I 29ピンコネクタýINPUT 2þ
5 DVI-I 29ピンコネクタýINPUT 1þ
6 オプションビ±オ~7プタスロH+ýOPTIONAL VIDEO INPUTþ
8 9Hドフォン:f

; 電源コード接続コネクタýAC INþ
< 主電源スイHI

= >?@AロHク用Bール

>?@Aのため、モニタにロHクを取り付wることができます。

78

78
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ご使用の前に  8

コンピュータとの接続

     警告

     注意

■ 安全のため、必ず~ース.ードý�／��þを接�してください。~ース接続

は、電源プラグをコンJン+につなG前に�ってください。また、~ースを2す

場合は、電源プラグをコンJン+からKいてから�ってください。%�を��え

ると、T電のUVとなります。

■ 信8ケーブルはご使用になるコンピュータによってEなります。誤った接続をす

るとモニタやコンピュータの,障のUVとなることがあります。

■ §1機mCの取り付wや取り2しを�う場合は、必ず電源プラグをコンJン+か

らKいて�ってください。T電や,障のUVとなることがあります。

ü モニタおよびコンピュータの電源がâOFFãであることを«¬します。

$ 信8ケーブルをコンピュータに接続します。(P.29â信8:;コネクタのピン<=ã参�þ
信8ケーブルのコネクタ部付属のネジをしっかりとDめてください。

% USB機能を使用する場合は、USBケーブルをモニタとUSB67コンピュータに接続します。

' オー±çオ機能を使用する場合は、オー±çオケーブルをモニタとオー±çオ機mに接続します。

)電源コードを電源コード接続コネクタに接続してから、コンJン+に接続します。このÔ、~ー

スの接続は必ず電源プラグをコンJン+につなG前に�ってください。

78

[接続E]

■ 本製品は、âUSBコネクタã付きのコンピュータに接続することによりäブとして機能しますが、
コンピュータのOSやBIOSの設定Ðåによっては®作しないことがあります。この場合は、まず
コンピュータの取扱説明書を«¬したり、コンピュータメーカー等におØい合Ù�ください。

■ USB2.0が®作する環境がQàっていない場合、USB1.1F�で®作します。
■ パネルを回転さ�てï長にすると、ケーブル`が接続しやすくなります。

(P.11âパネルの回転!"ã参�þ
■ ケーブルは、スタンド後部のカÂー内部にまとめることができます。ケーブルの<G!"
については次Hージを参�してください。

78
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ü ケーブルをスタンド後部でIねます。

$ 付属のケーブルカÂーをスタンド後部のJにb

しcみ、下!�にスライドさ�て取り付wま

す。

9  ご使用の前に

モニタK接続するコンピュータ コンピュータK

~7プタ等の品名をÿÅで記載しています。

IBM
NEC PC98

DVI-A信8ケーブル*3 DV62/DV63
ý付属品þ

DVI-I
29ピンD-SUB

15ピン

DVI-A信8ケーブル*3

DV62/DV63
ý付属品þ

変�~7プタMAC
パーLNo.T985V003-30

変�~7プタPC98
パーLNo.242Z020-01

Macintosh*1

Macintosh

DVI-D 24ピン
または

DVI-I 29ピン*2

DVI-D信8ケーブル*4 DV67/DV68
ý付属品þ

78 *1  Macintoshと接続する場合はM用~7プタあるいはケーブルなどが必Nとなる場合があります。

*2  DVI-I 29ピン接続¼は、±ジタル信8のみの67となります。

*3  ~*ログ信8のみ67可能なケーブルです。

*4  ±ジタル信8のみ67可能なケーブルです。

ビ±オ~7プタ ビ±オ:;が可能になります。
OVA1-2

NEC PC98

ATF�機ýDOS/Vþ

ATF�機ýDOS/Vþ
接続

D-SUB
9ニ15ピン

D-SUB
15ピン

DVI-A信8ケーブル*3

DV62/DV63
ý付属品þ

IBM

保Oシー+ iÄパネルの表(を、Pれや傷から保Oします。
パーLNo.832Z001-07

スピーカーの準備

下5の1にスピーカーを前!C回転さ�ます。
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ご使用の前に  10

インフォメーションCDについて

?Windows
Windowsでご使用いただくÔは、CDをパñコンにJH+するとCDが自®Ã生します。

?Macintosh
Macintoshでご使用いただくÔは、CDをパñコンにJH+してもCDは自®Ã生しま�d。CD
内のâindex.htmlãフQイルをク.Hクしてください。

?動@AB

■インフォメーションCDはMicrosoft® Internet Explorer 5.5©qでR適Sされています。
■Netscape等では正しく表示されない場合がありますので、 予めごTùください。
■Linux環境での®作保証はしておりま�d。インフォメーションCDをご使用いただくÔは、
âfor_Linux.txtãフQイルをご参�ください。
■'(調&プログラムご使用のÔ、テス+パターン前(にメニュー'(が表示されない場合は、

âAltã(âTabãYーを�し、UモニタIóHクV'(を表示さ�てください。
■ご使用のパñコンにmacromedia®âFlash Player™ãがインス+ールされていない場合は、イ
ンフォメーションCDのオープニングWÀをごXになることができま�d。インス+ールは
macromediaのMイ+からâFlash Playerãを7òンロードして�ってください。
■ご使用のパñコンにAdobe®âAcrobat® Reader™ãがインス+ールされていない場合は、取
扱説明書をごXになることができま�d。インフォメーションCD内のâ取扱説明書ãにある
âGet Acrobat Readerãでインス+ールを�ってください。

?CD選E

インフォメーションCD起®¼のメニュー'(は、Y?表示になっています。âSelect your
languageãのプル7òンメニューからご使用のZ?を[\してごXください。

コンピュータの設定

■ 信8タイ9ング

本製品がMõー+しているお]みの解À度ýP.28â67信8タイ9ングã参�þに設定してくだ
さい。

■ Windows 95/98/2000/Me/XPプラグ^プレイ67
本製品はVESA規ûのDDC2Bに67しています。DDC2B67のコンピュータと本製品付属の信
8ケーブルで接続することにより、Windows 95/98/2000/Me/XPqでプラグ^プレイ機能が®
作します。このÔ、Windows 95/98/2000/Me/XP モニタインフォメーションフQイルのイン
ス+ールが必Nになる場合があります。インス+ール!"については、インフォメーションCD内
のâインフォメーションフQイルãをごXください。

78 MacintoshまたはUnixについては、�とdどの場合モニタドライÂは必Nありま�
d。_しくは、コンピュータの取扱説明書を«¬したり、コンピュータメーカ等におØ

い合Ù�ください。
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パネルの高さ／角度調節

F 調Gの際、液晶パネル9を5さないでください。液晶パネルをHIし、最Jの場
合、液晶パネルがKれるL0れがあります。

F 調Gの際、スタンド可動部のスキ間にMを入れ
ないでください。:ガのNOとなるPとがあり

ます。

F 高さ調Gを最Qにし、角R調Gを4=Sで使用
する場合は、スピーカーを格納してご使用くだ

さい。スピーカーを格納しないで使用すると、

スピーカーがスタンドに接触してHIのNOに

なるPとがあります。

■ iÄモニタは、正(から·る'(が一�き

れいに·えます。高さやrきを調節して、

·やすい³置でご使用ください。

■ 高さ調節や角度調節のÔは、パネルの`a

を¯って�ってください。

■ 高さ調節b¨は120mm、角度調節b¨は
`a各35c、q!�35c、下!�5dで
す。

ü パネルの高さをR大にしてください。

$ パネルを90c回転さ�ます。
�長eï長î¼f回り

ï長e�長îg¼f回り

■ 無理に回転さ�ようとする

と、回転機hを{損するUV

になります。

■ パネルをï長で使用するとき

は付属のPivot®  software
をご使用ください。

% お]みの角度に調節してください。

78

パネルの回転方法

90˚

     注意

3535

120mm

35˚
5˚
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操作手順

P.28のâ67信8タイ9ングãにて、RiのÐåになるようにあらか¢め調&してありますが、接
続するコンピュータのÞ`により調&が必Nになる場合があります。Qのようなときは次の$%に

従って&タン#作を�ってください。

オンスク.ーン表示のj場Bk設定Z?はY?表示になっています。お]みによりZ?を[\してく

ださい。なお、ここでは>本?表示で説明しています。

TメニューUタンを5すと、画9にメニューが表示されます。プラスVマイWスUタン

でXージをYります。

Z 調整したいアイコンがあるメニュー画9（Xージ）を表示し、メニューUタンを5しま
す。カー[ルがアイコンの\に移動するので、プラスVマイWスUタンで調整するアイ

コンを選Eします。

]^びメニューUタンを5し、プラスVマイWスUタンを使って調整や設定を行っていきます。

Eえ�"�õジションを調&したいときは、まずメニューî1のHージを表示さ�、メニュー&タン
を�します。次にプラス／*イ*ス&タンで  ��  ý"�õジションþを[\し、メニュー&タン
を�します。���

調&'(が表示されますので、プラス/*イ*ス&タンでお]みの'(に調&します。

■ 調&oに&タン#作をoAすると、Ël後にオンスク.ーン表示が²えます。

■ オンスク.ーン表示が²えるとÌ¼に調&内容が記mされます。この�に電源を

âOFFãしないでください。
■ クロHク，フóーn，õジションの調&内容は、信8タイ9ングoに記mされます。こ

れ©2の調&@目については、全ての信8タイ9ングに6してp\の内容が記mされます。

1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

78

+– 50
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調整メニューの内容

メニュー'(を表示する$�をqき、次の&タン#作で�接調&'(に:ることができます。

r ブライ+ネスî メニュー'(を表示していない¼に、ブライ+ネス調&ýプラスþ&タンを

�します。

r コン+ラス+î メニュー'(を表示していない¼に、コン+ラス+調&ý*イ*スþ&タン

を�します。

r 自®調&î AUTO&タンを�します。
r :;信8切りðえî INPUT&タンを�します。
r Ds調&î メニュー'(を表示していない¼に、プラス / *イ*ス&タンを�してか

ら、すGにメニュー&タンを�します。

%ライトネス%ライトネス%ライトネス%ライトネス%ライトネス/コントラストコントラストコントラストコントラストコントラスト/_`調整の切りaえ_`調整の切りaえ_`調整の切りaえ_`調整の切りaえ_`調整の切りaえ

7イレク+調&o、ブライ+ネス調&&タンまたはコン+ラス+調&&タンを�してからµ

5l©内にMENU&タンを�すたびに、ブライ+ネス，コン+ラス+，Ds調&の調&'(
を切りðえることができます。

入力bc切りaえ（入力bc切りaえ（入力bc切りaえ（入力bc切りaえ（入力bc切りaえ（IN1 / IN2）））））
IN1とIN2の信8がÌ¼に:;されている¼、INPUT&タンを�すたびにIN1とIN2を�Fに
切りðえることができます。

Z?[\ýLanguageþで>本?表示を[\した場合をtÅ、Y?表示を[\した場合をÿÅにて記
載しています。

78

'(のÐå／調&&タン調&@目

Ds調&
Volume

DsがÇさい

Dsが大きい

78  7イレク+調&でのみ調&可能です。

ブライ+ネス     コン+ラス+     Ds調&
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1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

'(のÐå／調&&タン

ºす»る

明るす»る

uす»る

zす»る

コン+ラス+
Contrast

ブライ+ネス*1

Brightness

クロHク*2

Clock
v1や文wが
に¢dだり，uらついている

フóーn*2

Phase

gxõジション
H-Position

`によっている

aによっている

"�õジション
V-Position

下によっている

qによっている

メニューにxる
Return to Menu カーñルがメニューî1にxります

メニュー：1
（アWログ入力）

調&@目

v1や文wが
に¢dだり，uらついている

~*ログ:;¼

*1 ºい部¹などで使用していて'(がまyしい場合は、ブライ+ネスを調&してください。

*2 調&!"および$%については、P.21â'(の調&ãを参�してください。

7イレク+調&については、P.13â7イレク+調&ãを参�してください。
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1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

'(のÐå／調&&タン

メニュー：2
（アWログ入力）

カラー調&
Color Temp.

Red

メニューにxる
Return to Menu カーñルがメニューî2にxります

調&@目

シZープネス
Sharpness

1¶5ýñフ+eシZープþまで設定されています。
プラス&タンを�すとz%に­®し、*イ*ス&タンを�すと{%
に­®します。

1 2 3 4 5

■ sRGBとは、機m�のÅÃ|ýÅ}、}度等þの�いを規定Õ~一したøÔ規ûです。
■ sRGBでは、ブライ+ネス，コン+ラス+，èン*�正，�コ�9ーÕモードが固定�
となり調&できま�d。

78

�ー*ル �ー*ル

äイコン+ äイコン+ラス+

7ーク 7ーク

èン*�正
Gamma

uす»る

zす»る

6500K

sRGB

やや�みがかったB)イ+ýµ6500Kþ

sRGBモードになります

Green
Blue

éーêー

モード1
モード2

ÂHクライ+の明るさµ10%7òン
ÂHクライ+の明るさµ50%7òン

�コ�9ーÕモード
Economy Mode

オフ �ー*ル'(

9300K ややÿみがかったB)イ+ýµ9300Kþ

カラー*+.Hクス
Color Matrix 6500K やや�みがかったB)イ+ýµ6500Kþ

éーêー

9300K ややÿみがかったB)イ+ýµ9300Kþ

Red C1

�くする

�くする

Green C1

Blue C1

Red C2

Green C2

Blue C2
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1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

'(のÐå／調&&タン

メニュー：3
（アWログ入力）

調&@目

OSD³置調&
OSD Position

す�ての調&をロHクしますオン

メニュー'(にxりますオフYーロHクモ+ド
Key Lock Mode

メニューにxる
Return to Menu カーñルがメニューî3にxります

OSDオフタイ*ー
OSD Off Timer 3¶60lまでのOSDのオフタイ*ーを設定します

OSD回転
OSD Rotation メニュー'(を`に90d回転しますオン

�+*ル'(にxりますオフ

 パネルをï長ý90d回転þで使用する¼に、ご使用ください。78

YーロHクモードをオンすると解�できま�d。解�が必Nな場合はMービス*ンにおØ
い合Ù�ください。

78

`aをg転した'(を表示しますオン

�ー*ル'(にxりますオフ�g転
H-Flipping

180d回転した'(を表示しますオン

�ー*ル'(にxりますオフ180d回転
V-Flipping

1¶5までオンスク.ーンの­®³置が設定されていま
す。
プラス&タンを�すとz%に­®し、*イ*ス&タ
ンを�すと{%に­®します。

1 2 3 4 5
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1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

'(のÐå／調&&タン

メニュー：4
（アWログ入力）

調&@目

Z?[\
Language

.JH+
Reset

NO メニュー'(にxります

YES j場Bk設定にxします

メニューにxる
Return to Menu カーñルがメニューî4にxります

自®調&*2

Auto Set-up
NO メニュー'(にxります

YES クロHク,フóーn,"�õジション,gxõジション
の4@目を自®で調&します

調&oは'(が一�ºくなり、��¼�がかかります。ýµ5lþ78

*1 オプションビ±オ:;¼のみ67します。â付録Bãを参�してください。
*2 この機能を正Fに®作さ�るには、'(調&パターンを表示さ�る必Nがあります。調&!"

よび$%については、P.21â'(の調&ãを参�してください。
7イレク+調&については、P.13â7イレク+調&ãを参�してください。

:;信8切りðえ
Signal Select

IN1
IN2 WÀをInput2:;に切りðえます

WÀをInput1:;に切りðえます

フルスク.ーン
Full Screen

1 to 1 4î3の�ー*ル'(表示
~スHク+

フル ô大表示

~スHク+�にô大表示

nーム
Zoom

Zoom In
Zoom Out

'(をô大します
xします

English Y?表示

Deutsch ドイL?表示

Francais フランス?表示

Nederlands オラン7?表示

Svenska スòóー±ン?表示

Espanol スHイン?表示

Italiano イタ.~?表示

ロシ~?表示

o文 o文表示

>本? >本?表示

nームõイン+aKC­®
nームõイン+`KC­®

nームõイン+下KC­®
nームõイン+qKC­®

gxõジション

"�õジション

S Video*1 WÀをS ビ±オ:;に切りðえます
Video*1 WÀをビ±オ:;に切りðえます
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±ジタル:;¼

1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

'(のÐå／調&&タン

メニュー：1
（デジタル入力）

カラー調&
Color Temp.

Red

メニューにxる
Return to Menu カーñルがメニューî1にxります

調&@目

シZープネス
Sharpness

1¶5ýñフ+eシZープþまで設定されています。
プラス&タンを�すとz%に­®し、*イ*ス&タンを�すと{%
に­®します。

1 2 3 4 5

■ sRGBとは、機m�のÅÃ|ýÅ}、}度等þの�いを規定Õ~一したøÔ規ûです。
■ sRGBでは、ブライ+ネス，コン+ラス+，èン*�正，�コ�9ーÕモードが固定�
となり調&できま�d。

78

�ー*ル �ー*ル

äイコン+ äイコン+ラス+

7ーク 7ーク

èン*�正
Gamma

uす»る

zす»る

6500K

sRGB

やや�みがかったB)イ+ýµ6500Kþ

sRGBモードになります

Green
Blue

éーêー

モード1
モード2

ÂHクライ+の明るさµ10%7òン
ÂHクライ+の明るさµ50%7òン

�コ�9ーÕモード
Economy Mode

オフ �ー*ル'(

ºす»る

明るす»る

uす»る

zす»る

コン+ラス+
Contrast

ブライ+ネス*
Brightness

*  ºい部¹などで使用していて'(がまyしい場合は、ブライ+ネスを調&してください。

7イレク+調&については、P.13â7イレク+調&ãを参�してください。

9300K ややÿみがかったB)イ+ýµ9300Kþ
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1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

メニュー：2
（デジタル入力）

'(のÐå／調&&タン調&@目

OSD³置調&
OSD Position

す�ての調&をロHクしますオン

メニュー'(にxりますオフYーロHクモ+ド
Key Lock Mode

メニューにxる
Return to Menu カーñルがメニューî2にxります

OSDオフタイ*ー
OSD Off Timer 3¶60lまでのOSDのオフタイ*ーを設定します

OSD回転
OSD Rotation メニュー'(を`に90d回転しますオン

�+*ル'(にxりますオフ

 パネルをï長ý90d回転þで使用する¼に、ご使用ください。78

YーロHクモードをオンすると解�できま�d。解�が必Nな場合はMービス*ンにおØ
い合Ù�ください。

78

`aをg転した'(を表示しますオン

�ー*ル'(にxりますオフ�g転
H-Flipping

180d回転した'(を表示しますオン

�ー*ル'(にxりますオフ180d回転
V-Flipping

1¶5までオンスク.ーンの­®³置が設定されていま
す。
プラス&タンを�すとz%に­®し、*イ*ス&タ
ンを�すと{%に­®します。

1 2 3 4 5
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1600 × 1200
H : 7 5 K H z   V : 6 0 H z

メニュー：3
（デジタル入力）

#作$%  20

'(のÐå／調&&タン調&@目

Z?[\
Language

.JH+
Reset

NO メニュー'(にxります

YES j場Bk設定にxします

メニューにxる
Return to Menu カーñルがメニューî3にxります

7イレク+調&については、P.13â7イレク+調&ãを参�してください。

:;信8切りðえ
Signal Select

IN1
IN2 WÀをInput2:;に切りðえます

WÀをInput1:;に切りðえます

フルスク.ーン
Full Screen

1 to 1 4î3の�ー*ル'(表示
~スHク+

フル ô大表示

nーム
Zoom

Zoom In
Zoom Out

'(をô大します
xします

English Y?表示

Deutsch ドイL?表示

Francais フランス?表示

Nederlands オラン7?表示

Svenska スòóー±ン?表示

Espanol スHイン?表示

Italiano イタ.~?表示

ロシ~?表示

o文 o文表示

>本? >本?表示

nームõイン+aKC­®
nームõイン+`KC­®

nームõイン+下KC­®
nームõイン+qKC­®

gxõジション

"�õジション

S Video* WÀをS ビ±オ:;に切りðえます
Video* WÀをビ±オ:;に切りðえます

* オプションビ±オ:;¼のみ67します。â付録Bãを参�してください。

カラー*+.Hクス
Color Matrix 6500K やや�みがかったB)イ+ýµ6500Kþ

éーêー

9300K ややÿみがかったB)イ+ýµ9300Kþ

~スHク+�にô大表示

Red C1

�くする

�くする

Green C1

Blue C1

Red C2

Green C2

Blue C2
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画面の調整

■ 本製品での'(調&とは、お使いのコンピュータシステムに合Ù�'(の³置を調&したり、表

示されるv1や文wのに¢み、uらつきをRÇ�に調&することをいいます。

■ 本製品に�載されているiÄパネルは、1600�1200の解À度の¼にR高の性能が発�できるよう
設fされています。1600�1200��の解À度では、自®的にô大表示モードとなり、iÄパネル
本来の性能は発�できま�dので、\Fは1600�1200の解À度で使用することをおすすめします。

■ ô大表示モードでは'(ô大処理の��q、表示される文wがnやwたり、Gが部X的に�くな

ります。

■ コンピュータの±çスプレイドライÂによっては、'(の³置、§波ËのÆ調&ができるものがあります

が、正Fに表示できなくなる可能性がありますので、Æ調&は本製品Kの調&機能を使用してください。

■ 調&は、電源をâONãにして30X©q�ってから�ってください。
■ 自®調&は解À度や'Àのタイ9ングにより、Æ調&が必Nな場合があります。

■ '(調&パターン©2では、自®調&が正Fに機能しない場合があります。Qのようなときは$

®で調&を�ってください。

本製品には、'(の調&!"としてクロHク，フóーn，õジションを自®で�う!"と、�Òの調

&を$®で�う!"があります。�しくコンピュータを接続したときや解À度を変更した場合は、ま

ず自®調&を�います。Qれでも文wのに¢みやuらつき、õジションずれがある場合は$®でÆ調

&を�います。

いずれも付属のインフォメーションCDに�録されているâ'(調&プログラムãを起®して調&を
�います。

次の$%に従い調&を�ってください。本書では、Windows 95/98/2000/Me/XPを基準に説明してい
ます。

T インフdメーefンCDのg画9調整プログラムhをi動します。
Z L使いのモニタのj像Rを選Eすると、調整パターンが表示されます。

表示�

[調&パターン]

�t�本おきパターン

�t�6�調パターン

カラーÂー

21  #作$%
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78 ■ クロHクを調&o、調&パターンの`�が表示��の`:からずれてしまう場合は、ク
ロHクとgxõジションを�Fに調&してください。

■ クロHク調&は�t一本おきパターンに注目し、ï�Ðの�イnが無くなるよう調&す
るのも一つの!"です。

■ クロHク, gxõジション, "�õジションを調&o、'(が一��れることがありま
すが、,障ではありま�d。

■ クロHクを調&しても表示��に�まらない場合は、%からもう一度調&を�ってくださ
い。

■ フóーnを調&しても'(の一部Xに どくに¢みやuらつきがÍる場合、クロHクが
正«に調&されていない可能性があります。)からもう一度調&を�ってください。
Qれでもに¢みやuらつきがÍる場合、コンピュータの.フレHシュレー+を´く
ý60Hzþ設定し、%から調&を�ってください。

■ フóーnを調&o、gxõジションがずれてしまう場合は、フóーn調&を¡えてから
gxõジションにて調&してください。

k l黒一+Lきパターンに注目し、mnoのノイp、にじみ、qらつきが最Qrになるs
t、調整メニューのフuーpにて調整します。

] 自動調整Uタンを5します。

v 自動調整を行っても画9のqらつきやにじみ、ポジefンずれがある場合は、w4の手
xで手動調整を行います。

y 調整メニューのクロックにて調整パターンのz{が表示|}のz端にくるst調整します。

~ 画9調整プログラムのg�置hを選Eし、調整メニューの水�ポジefン, ��ポジ
efンにてクロスハッチパターンの上4�z{が表示|}に入るst調整します。
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■ パ)ー*ネージメン+モードでも電;を²¢しています。£�や¤¥などモニタを使用し

ないときは必ず電源スイHIを切り、tNな電;²¢を¦wてください。

■ gxまたは"�Ì期信8がOFFになっているにも�Ùらずビ±オ信8がB;されているコ
ンピュータについては、パ)ー*ネージメン+機能が正Fに®作しない場合があります。

パワーマネージメント機能

本製品のパ)ー*ネージメン+機能は、ENERGY STAR® , VESA DPMSQれáれのq電;に�
する規ûに67しており、一定¼�コンピュータを使用しないときにモニタの²¢電;を自®的に

§えることができます。この機能はVESA DPMSに67したコンピュータと接続して使用される
場合のみ機能し、次のモードを備えています。モードの¼�設定等はコンピュータKで�います。

パ!ーマネージメントモードパ!ーマネージメントモードパ!ーマネージメントモードパ!ーマネージメントモードパ!ーマネージメントモード

コンピュータからのgxÌ期信8/"�Ì期信8のどuらか一!、またはgxおよび"�Ì期信8
がOFFÐåになるとパ)ー*ネージメン+モードý²¢電; 4W©下þとなり、'(がºくなる
とともに電源インジケータが!Åに点Éします。このÐåで*òスまたはYー&ードを#作する

と、'(はËl後に表示され\F®作Ðåにxります。

78

� 最/に、画9調整プログラムのg明るさhを選Eし、調整メニューの%ライトネス, コ
ントラストにて、調整パターン4部のl黒16�調が見えるst、目が�れない�Rの
明るさ、�合いに調Gします。
g��hをクリックしてプログラムを��させてください。

23  #作$%
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故障かなと思ったら

â,障かな¨ãと-ったら次の%�で調�てみてください。

1. â #作$%ãに従いÏÐに合Ù�て調&してみてください。なお、WÀがBない場合は2C©d
でください。

2. 調&@目にない、または調&してもÏÐが解²されない場合は次のIóHクをしてみてください。
3. もしここに記載されていないようなÏÐが起こったり、記ª\りのIóHクをしてもÏÐが²え
なかったときは、モニタの使用をoAし電源プラグをコンJン+からKいて、おÚいq�になっ
た販売店またはイーL*MービスJンターにご連絡ください。

« コンピュータの信8タイ9ングがモニタの01に合っていますか¨

« コンピュータのWÀB;レ¬ルがモニタの01に合っていますか¨

« 電源電Wは正Fですか¨

� タコ­<Gはやめてください。

« コンピュータの信8タイ9ングがモニタの01に合っていますか¨

' '(が明るす»る

���／ºす»る

) '(が®れる

ü WÀがBない

(インジケータ点É�ず)

ÏÐ

(インジケータ�Å/ÿÅ)

(インジケータ!Å)

$ '(が�れている

% '(の³置が¯°って

いる

IóHクõイン+

« 電源コードが«±に接続されていますか¨

« 電源スイHIがâONãされていますか¨�
« 電源コンJン+に電気がきていますか¨ oの機mで«¬してください。

« ブランクスク.ーンJーÂーが作®oではありま�dか¨ *òスや
Yー&ードを²ってみてください。

« ブライ+ネスおよびコン+ラス+がRÇになっていま�dか¨

« コンピュータの電源は:っていますか¨

« 信8ケーブルが«±に接続されていますか¨

« コンピュータの信8タイ9ングがモニタの01に合っていますか¨

« パ)ー*ネージメン+Ðåではありま�dか?
� *òスやYー&ードを²ってみてください。

« :;信8の[\は合っていますか¨

� :;信8切り�えを�ってみてください。

« コンピュータの電源は:っていますか¨

« 信8ケーブルが«±に接続されていますか¨

« コンピュータの信8タイ9ングがモニタの01に合っていますか¨

« 信8ケーブルが«±に接続されていますか¨

« コンピュータの信8タイ9ングがモニタの01に合っていますか¨�

« コンピュータのWÀB;レ¬ルがモニタの01に合っていますか¨

,障かなと-ったら  24
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クリーニング

F 万一、モニタ内部に異物または水などの液�が入ったときは、す�に電源スイッ

チを切り、電源プラグをコンセントから抜いて���またはイー�マサービスセ

ンターにご��ください。0のまま使用すると��や�電または故障のNOとな

ります。

F 安�のため、�ず電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて行っ

てください。�電のNOとなるPとがあります。

■ iÄパネル表(は傷つきやすいので、³い物でこすったり、 っかいたりしない

でください。

■ YZビネH+やiÄパネルを´めないために、次のklは使用しないでください。

■ YZビネH+にµムやビニール製品などを長¼�接²さ�たままにしないでくだ

さい。変¶したり、·¸がは�るなどのUVとなります。

¹らかい¤をºいo性»lでÙずかに�ら�てPれをeとしてください。Qの後

¼いた¹らかい¤で½いてください。

定期的に¹らかい¤でやさしく½いてください。テçHシュHーパー等で½くと

傷が:る¾れがありますので、使用しないでください。

Õシン*ー��Õスプレーク.ー*ー

Õ¬ンジン��Õ)Hクス

Õ¿Àl���ÕÁ性、~ルカ.性のkl

78

液晶パネル

キャビネット

     警告

     注意

25  ク.ーニング
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付録 A
01および2Âは改iのため、予告なく変更することがあります。

一般仕様

gxî432mm�"�î324mm

a-Si TFT ~クテçブ*+.HクスiÄ

パネル

R大表示Å

ÃÄ§波Ë

解À度

プラグ^プレイ機能

:;Ì期信8

:;WÀ信8

ドH+クロHク

6角î54cm/21.3Å
gx 0.27mm�"� 0.27mm

20msýte�etþ
1677万Å
gxî24.0¶80.0kHz    "�î56¶85Hz

1600�1200ýR大þ，2MegaPixels

VESA DDC2BTM

Jパレー+Ì期î  TTL，正Æ性/負Æ性
コンõジH+Ì期îTTL，正Æ性/負Æ性
シンクÕオンÕグ.ーンî0.3Vp-p，負Æ性�

162MHzýR大þ

Mイn

7ÇÈ度

'ÊピHI

É®!Ê

234", 重s
角度調節b¨

信8:;コネクタ ±ュ~ルDVI-I29ピンコネクタ

視Ë角

:;電源
²¢電;

R大表示b¨

70WýR大þ  パ)ー*ネージメン+モード¼î4WýR大þ*

Ì度

コン+ラス+�

280cd/m2ý標準þ

500î1ý標準þ

AC100¶230V  50/60Hz  0.7¶0.35A

q下`a各85dý標準þ�

~*ログî0.7Vp-pý標準þ，75Í，正Æ性
±ジタルîDVI(±ジタルビジュ~ルインターフóイス規ûRev.1.0)準Î

466.0 � 415.5 ¶ 535.5 � 241ýÏ�高�Ð�þmm，10.0kg

環境ÑÒ ®作¼のÓ度î �
��¼のÓ度î
�度ý+20¶50Ô��¼þî
�度ý50¶60Ô¼þî

5¶35Ô
+20¶60Ô

20¶85ÕýÖ×なきことþ
20¶55ÕýÖ×なきことþ

適合規û TCOØ03 (ProLite H540S)，TCOØ99 (ProLite H540S-B)，CE, TUV-GS/
MPR3ýprEN50279þ/ISO 13406-2, FCC-B, UL/C-UL, VCCI-B

78 * USB/オー±çオ機m�接続¼。

USB規û
コネクタ3Ð

RevÙ2.0/1.1適合  Jルフパ)ードäブ
Upstreamîシ.ーnB，Downstream(§1機mK)îシ.ーnA
1Upstream(コンピュータK)，4Downstream(§1機mK)USB内Úõー+Ë

`a各35d q!�35d下!�5d

Û3.5mmステレオ9ニジZHクD3:;コネクタ

0.7VrmsýR大þ:;D3信8

1.0W�2ý~ンプ付きステレオスピーカーþスピーカー

Û3.5mmステレオ9ニジZHク9HドBン:f
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外形寸法図

466.0mm
436.0mm

 327.5m
m

359.0m
m

344.0mm

79.5mm

41
5.

5m
m

 (
53

5.
5m

m
)

24
1m

m

ý�þ: 高さ調節R大¼

27  付録 A
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対応信号タイミング

ビ±オモード

VGA TEXT

Macintosh

gx§波Ë

31.469kHz
37.861kHz
37.500kHz
43.269kHz
35.156kHz
37.879kHz
48.077kHz
46.875kHz
53.674kHz
48.363kHz
56.476kHz
60.023kHz
68.677kHz
67.500kHz
63.981kHz
79.976kHz
61.750kHz
75.000KHz
31.469kHz
37.927kHz
35.000kHz
49.725kHz
60.150kHz
24.827kHz
61.846kHz

"�§波Ë

59.940Hz
72.809Hz
75.000Hz
85.008Hz
56.250Hz
60.317Hz
72.188Hz
75.000Hz
85.061Hz
60.004Hz
70.069Hz
75.029Hz
84.997Hz
75.000Hz
60.020Hz
75.025Hz
50.000Hz
60.000Hz
70.087Hz
85.039Hz
66.667Hz
74.500Hz
74.720Hz
56.424Hz
66.004Hz

VESA

640�480

720�400

640�480
832�624

640�400PC9801

1152�864

1280�1024

1024�768

VGA

SVGA

XGA

SXGA

ドH+クロHク

25.175MHz
31.500MHz
31.500MHz
36.000MHz
36.000MHz
40.000MHz
50.000MHz
49.500MHz
56.249MHz
65.000MHz
75.000MHz
78.750MHz
94.500MHz

108.000MHz
108.000MHz
135.000MHz

  132.390MHz
  162.000MHz

28.322MHz
35.500MHz
30.240MHz
57.283MHz
80.000MHz
21.053MHz
94.500MHz

Ü

Ü

Ü

Ü

Ü

Ü

Ü

ÜSUN66 1152�900

800�600

1024�768

Üのタイ9ングはDVIに67しておりま�d。78

1600�1200UXGA
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信号入力コネクタのピン配列

29  付録 A

■ DVI-I 29ピンコネクタ

18

T.M.D.S Data2+
T.M.D.S Data2+
T.M.D.S Data2/4接�

クロHクライン(SCL)*
±ータライン(SDA)*

:;信8

T.M.D.S Data1+

16

12
13
14
15

11
10

PIN :;信8

9

T.M.D.S Data1/3接�

17

8
7

1
2
3
4
5
6

T.M.D.S Data0+
T.M.D.S Data0/5接�
NC
NC

C3
C4
C5

C2

20
21
22
23
24
C1

19

T.M.D.S Data1+

Hot Plug Detect
T.M.D.S Data0+

T.M.D.S Clock+
T.M.D.S Clock+
~*ログ�

~*ログ�

~*ログÿ

~*ログgxÌ期

~*ログ接�

NC
NC

~*ログ"�Ì期

NC
NC
+5V Power
接�

T.M.D.S Clock接�

PIN

DVI-I

16

17 24

1

9

8 C1 C2

C3 C4
C5

*VESA DDC規ûに準Î
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付録 B
オプefンビデオ入力�

Pのメニューは、オプefンビデオア�プタが�り�けられたときのみ表示されます。

~*ログ/±ジタル:;設定からビ±オ:;Cは自®的に切りðりま�d。メニューの:;信8切り
ðえ、またはINPUT&タンにて切りðえてご使用ください。ýパ)ー*ネージメン+¼はMENU&
タンを�すと:;信8切りðえ'(が表示されます。þ

メニュー'(を表示する$�をqき、次の&タン#作で�接調&'(に:ることができます。

r ブライ+ネスî メニュー'(を表示していない¼にブライ+ネス調&ýプラスþ&タンを�

します。

r コン+ラス+î メニュー'(を表示していない¼にコン+ラス+調&ý*イ*スþ&タンを

�します。

r :;信8切りðえî INPUT&タンを�します。
r WÀロHクî メニュー'(を表示していない¼にAUTO&タンを�します。
r Ds調&î メニュー'(を表示していない¼に、プラス / *イ*ス&タンを�してか

ら、すGにメニュー&タンを�します。

%ライトネス%ライトネス%ライトネス%ライトネス%ライトネス/コントラストコントラストコントラストコントラストコントラスト/_`調整の切りaえ_`調整の切りaえ_`調整の切りaえ_`調整の切りaえ_`調整の切りaえ

7イレク+調&o、ブライ+ネス調&&タンまたはコン+ラス+調&&タンを�してからµ

5l©内にMENU&タンを�すたびに、ブライ+ネス，コン+ラス+，Ds調&の調&'(
を切りðえることができます。

�像ロック�像ロック�像ロック�像ロック�像ロック

メニュー'(を表示していない¼にAUTO&タンを�すと、ÝNow, Frame was
Locked.Þが表示され、'(に表示されているWÀをロHクすることができます。もう一度
AUTO&タンを�すと解�されます。

78

'(のÐå／調&&タン調&@目

Ds調&
Volume

DsがÇさい

Dsが大きい

78  7イレク+調&でのみ調&可能です。

ブライ+ネス     コン+ラス+     Ds調&
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NTSC
H : 1 5 . 7 K H z   V : 6 0 H z

'(のÐå／調&&タン

メニュー：1
（ビデオ入力）

カラー調&
Color Temp.

Red

メニューにxる
Return to Menu カーñルがメニューî1にxります

調&@目

■ sRGBとは、機m�のÅÃ|ýÅ}、}度等þの�いを規定Õ~一したøÔ規ûです。
■ sRGBでは、ブライ+ネス，コン+ラス+，èン*�正，�コ�9ーÕモードが固定�
となり調&できま�d。

78

�ー*ル �ー*ル

äイコン+ äイコン+ラス+

7ーク 7ーク

èン*�正
Gamma

uす»る

zす»る

6500K

sRGB

やや�みがかったB)イ+ýµ6500Kþ

sRGBモードになります

Green
Blue

éーêー

ºす»る

明るす»る

uす»る

zす»る

コン+ラス+
Contrast

ブライ+ネス*
Brightness

*  ºい部¹などで使用していて'(がまyしい場合は、ブライ+ネスを調&してください。

7イレク+調&については、P.30â7イレク+調&ãを参�してください。

Åがºい

Åが�い

カラー
Color

Åあい
Hue

Åがßがかっている

Åが�がかっている

9300K ややÿみがかったB)イ+ýµ9300Kþ
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NTSC
H : 1 5 . 7 K H z   V : 6 0 H z

'(のÐå／調&&タン

メニュー：2
（ビデオ入力）

メニューにxる
Return to Menu カーñルがメニューî2にxります

調&@目

シZープネス
Sharpness

モード1
モード2

ÂHクライ+の明るさµ10%7òン
ÂHクライ+の明るさµ50%7òン

�コ�9ーÕモード
Economy Mode

オフ �ー*ル'(

'¶調&
Picture Quality

:;ñース
Input Source

\Fはこの設定でご使用ください。

接続するWÀ機mによっては表示'(が�がったり、®れたるすることがあります。Qの場

合は設定を変更してみてください。また、TVàáや傷dだビ±オテープの信8を:;した
場合、正Fに表示できないことがあります。

78

DVD
VCR 表示'(が�がったり、®れたりする場合はこの設定

にしてご使用ください。

1¶5ýñフ+eク.~þまで設定されています。
プラス&タンを�すとz%に­®し、*イ*ス&タンを�すと{%
に­®します。

1 2 3 4 5

'(が&ケている

'(がêラêラしている

カラー*+.Hクス
Color Matrix 6500K やや�みがかったB)イ+ýµ6500Kþ

éーêー

9300K ややÿみがかったB)イ+ýµ9300Kþ

Red C1

�くする

�くする

Green C1

Blue C1

Red C2

Green C2

Blue C2
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NTSC
H : 1 5 . 7 K H z   V : 6 0 H z

'(のÐå／調&&タン

メニュー：3
（ビデオ入力）

調&@目

OSD³置調&
OSD Position

す�ての調&をロHクしますオン

メニュー'(にxりますオフYーロHクモ+ド
Key Lock Mode

メニューにxる
Return to Menu カーñルがメニューî3にxります

OSDオフタイ*ー
OSD Off Timer 3¶60lまでのOSDのオフタイ*ーを設定します

OSD回転
OSD Rotation メニュー'(を`に90d回転しますオン

�+*ル'(にxりますオフ

 パネルをï長ý90d回転þで使用する¼に、ご使用ください。78

YーロHクモードをオンすると解�できま�d。解�が必Nな場合はMービス*ンにおØ
い合Ù�ください。

78

`aをg転した'(を表示しますオン

�ー*ル'(にxりますオフ�g転
H-Flipping

180d回転した'(を表示しますオン

�ー*ル'(にxりますオフ180d回転
V-Flipping

1¶5までオンスク.ーンの­®³置が設定されていま
す。
プラス&タンを�すとz%に­®し、*イ*ス&タ
ンを�すと{%に­®します。

1 2 3 4 5
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NTSC
H : 1 5 . 7 K H z   V : 6 0 H z

'(のÐå／調&&タン

メニュー：4
（ビデオ入力）

調&@目

Z?[\
Language

.JH+
Reset

NO メニュー'(にxります

YES j場Bk設定にxします

メニューにxる
Return to Menu カーñルがメニューî4にxります

7イレク+調&については、P.30â7イレク+調&ãを参�してください。

:;信8切りðえ
Signal Select

IN1
IN2 WÀをInput2:;に切りðえます

WÀをInput1:;に切りðえます

フルスク.ーン
Full Screen

1 to 1 4î3の�ー*ル'(表示
~スHク+

フル ô大表示

~スHク+�にô大表示

nーム
Zoom

Zoom In
Zoom Out

'(をô大します
xします

English Y?表示

Deutsch ドイL?表示

Francais フランス?表示

Nederlands オラン7?表示

Svenska スòóー±ン?表示

Espanol スHイン?表示

Italiano イタ.~?表示

ロシ~?表示

o文 o文表示

>本? >本?表示

nームõイン+aKC­®
nームõイン+`KC­®

nームõイン+下KC­®
nームõイン+qKC­®

gxõジション

"�õジション

S Video WÀをS ビ±オ:;に切りðえます
Video WÀをビ±オ:;に切りðえます

àá!Ê
Color System

自® àá"Êを自®的に切りðえます。\Fはこの設定
でご使用ください。

NTSC àá"ÊをNTSCにz制的に切りðえます。
PAL àá"ÊをPALにz制的に切りðえます。
SECAM àá"ÊをSECAMにz制的に切りðえます。
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NTSC
H : 1 5 . 7 K H z   V : 6 0 H z

'(のÐå／調&&タン

メニュー：P-in-P*
（P-in-P入力）

メニューにxる
Return to Menu カーñルがメニューîP-in-Pにxります

調&@目

P in P カラー
P in P Color

P in P Åあい
P in P Hue

P in P õジション
P in P Position

P in P ON
P in P On

P in P機能をオフにしますオフ

1¶5までMブ'(の­®³置が設定されています。
プラス&タンを�すとz%に­®し、*イ*ス&タ
ンを�すと{%に­®します。

1 2 3 4 5

Mブ'(のÅがºい

Mブ'(のÅが�い

P in P :;切ð
P in P Input

S Video Sビ±オのWÀをMブ'(にWします

Video ビ±オのWÀをMブ'(にWします

Mブ'(のÅがßがかっている

Mブ'(のÅが�がかっている

P in P シZープネス
P in P Sharpness

メニュー:P-in-Pは、オプefンビデオア�プタが�り�けられたときのみ、アWログ入力�デジタ
ル入力�も使用できます。

* コンピュータとオー±çオ機mをモニタに接続している¼に使用できます。

P-in-PâピクIZーÕインÕピクIZーî
コンピュータ'Àを大'(でWしながら、DVD／ビ±オなどのWÀをMブ'(ýÇ'(þにWす
ことができます。

o Mブ'(のMイnを標準にします

大 Mブ'(のMイnをR大にします

Ç Mブ'(のMイnをRÇにします

Mブ'(が&ケている

Mブ'(がêラêラしている
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オプefンビデオ入力の��

* 一部67していない!Êもあります。

:;WÀ信8 ビ±オ*î NTSC, PAL, SECAM

信8:;コネクタ RCAピンジZHク
S WÀ:f

78

パワーマネージメント機能

本製品を使用してビ±オ:;に67している場合でもパ)ー*ネージメン+機能はãäです。ビ±

オ機mからの信8がなくなると、パ)ー*ネージメン+モードý²¢電; 4Wþとなり、電源イン
ジケータが!Åに点Éします。このÐåでビ±オ機mから信8が:;されると、Ël後に'(は表

示され\F®作Ðåにxります。

付録 B  36


